
様式－１

作業実施部署（部署名） 供給者（社名）

【 】 【 】

□

□

連絡先： 連絡先：

ＦＡＸ： ＦＡＸ：

アドレス アドレス

1 □ 1 作業に必要な保護具が作業 □ 1 作業内容、方法 仕様書 □ 作業要領書 □

2 作業手順を労働者へ周知しているか □ 員に貸与されているか 2 作業範囲 仕様書 □ 業務計画書 □

1 総括安全衛生管理者 □ 1 元方事業者との連絡等を行う □ 3 □ 2 消耗や破損が無い又は □ 3 同調作業の連絡調整 朝礼 □ 終礼 □ ＴＢＭ等 □

2 安全管理者 □ 責任者の選任 □ 確認しているか 4 仮設工事設備の内容、管理 作業用電源の確保 □

3 衛生管理者 □ 2 特）協議会組織の設置 □ 3 必要なときに取り出せるよ □ 仮設建物の設置手続き □

4 安全衛生推進者（衛生推進者）□ 関）元方事業者の設置する協議 □ □ うに整理されているか 5 環境保全の措置 仕様書 □ 業務計画書 □

5 産業医 □ 会組織への参加 4 保護具着用管理責任者を選任し□ 　・騒音、振動、排水、廃棄物 作業要領書 □

6 統括安全衛生責任者 □ 3 作業間の連絡調整の実施 □ □ 必要な保護具の確認を受けたか 　・ゴミ等の処理

7 元方安全衛生管理者 □ 4 特）作業場所の巡視の実施 □ 6 作業に必要な技能、資格 有資格者一覧 □ 免許証写し □

8 安全衛生責任者 □ 5 特）教育に対する指導援助の実施 □ 7 ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ表が作成されているか □ 1 溶接機材 □ 7 定例工程会議の方法 週間 □ 月間 □

9 作業主任者 □ 6 クレーン等の運転合図の統一 □ 2 仮設足場 □ 8 作業予定の決定周知 作業予定表 □ 工程表 □

10 安全管理者パトロール記録 □ 7 関）機器等を使用させて作業を行わせる □ 3 電工ドラム □ 9 作業終了の把握 把握者： □

11 衛生管理者パトロール記録 □ 場合の措置の実施 4 照明機器 □ 10 資材、工具の保管方法 方法： □

12 産業医パトロール記録 □ 8 関）関係請負人に関する事項の通知 1 軽微な作業 □ 5 仮設発電機 □ 11 貸与品の保管返納方法 方法： □

□ (1)名称等の通知 □ 2 口頭指示 □ 6 フォークリフト □ 12 第３者への迷惑防止 方法： □

□ (2)機器等の持ち込み状況の通知 □ 3 その他（　　　　　　　） □ 7 高所作業車 □ 13 退社後の連絡方法 緊急連絡体制表 □

□ 9 関）危険・有害性等の情報提供 □ 8 梯子・脚立 □ 14 労働衛生・労働基準他 健康診断の実施 □

□ 10 関）健康管理の実施 □ 1 朝礼、終礼等で周知確認 □ 9 建設用重機械 □ 労働保険の加入 □

□ 11 関）仕事の注文者としての配慮事項 □ 2 作業毎に都度周知確認 □ 10 玉掛用具 □ 15 □

□ 12 関）適正な請負契約の実施 □ 3 その他（　　　　　　　） □ 11 □ 16 □

□ 13 □ 4 12 □ 17 □

1 安全確保のための重要項目* □ 1 有資格者の配置 □ 16 酸素濃度計 □ 31 作業場所養生 □ 46 健康診断等の受診 □

□ 2 監視人の配置 □ 17 通信手段 □ 32 枕木の使用 □ 47 TBM・KYMの実施 □

2 危険有害作業の有無 有り □ 無し □ 3 手順書携帯 □ 18 作業照明 □ 33 リトマス試験紙使用 □ 48 避難経路の事前確認 □

3 作業現場の指揮命令系統 □ その他 □ 4 隔離 □ 19 作業区域への標識 □ 34 検知器使用 □ 49 緊急時連絡体制の掲示 □

4 安全に関する指示の周知方法 ＴＢＭ □ ＫＹ □ 朝礼等 □ 5 防護機器 □ 20 防護被服 □ 35 可燃ガス検知 □ 50 分解部品等の転倒防止措置 □

5 安全施設の設計計画 作業床 □ 安全ネット □ 6 吊り具、ワイヤー類の点検 □ 21 運搬用冶具 □ 36 昇降設備 □ 51 交通ルールの遵守 □

防護柵 □ 仮囲い □ 親綱 □ 7 親綱・安全ネットの設定 □ 22 仮設足場 □ 37 一人作業禁止 □ 52 防振機器・工具の使用 □

6 標識の設置計画 標識： □ 8 吊り荷下立ち入り禁止 □ 23 □ 38 安全ブロック・ロリップ □ 53 誤接触防止の措置 □

7 計画外の安全施設等の設備が 協議者： □ 9 着火源の排除 □ 24 呼吸用保護具 □ 39 開口部養生 □ 54 境界扉の目張り設置 □

必要となった場合 10 火気養生 □ 25 耳栓 □ 40 入域人員管理 □ 55 ﾌｰﾄﾞ作業禁止とﾌｰﾄﾞの閉止 □

8 安全教育の計画 入構者教育、特別教育等 □ 11 接地線点検 □ 26 活線作業禁止 □ 41 点検チェックシート □ 56 物品搬出入の禁止 □

9 作業状況の把握 現場パトロール等 □ 12 フィルターの設置 □ 27 電動工具の使用前点検 □ 42 保護メガネ・面 □ 57 ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ作業の禁止 □

10 安全推進協議会との協調 加入、遵守事項の徹底、定例会議 □ 13 呼吸用空気 □ 28 防爆仕様 □ 43 ホース・ケーブル類の点検 □ 58 セル内作業の制限 □

11 作業者の出欠状況把握 出勤簿等 □ 14 換気装置 □ 29 物品の員数確認 □ 44 部品・工具類転倒防止措置 □ 59 仮設計器の設置 □

12 安全管理の記録、報告方法 作業チェック表等 □ 15 消火器の設置 □ 30 整理・整頓 □ 45 電工ドラム巻取り使用禁止 □ 60 放射線管理計画書再承認 □

13 火気取扱方法 なし □ 取扱あり、申請 □ 【遵守事項】 各項目に不足がある場合、自由に追加する 【特記事項】

14 危険場所制限区域設定 なし □ 取扱あり、申請 □ 1 □ 5 □

15 作業従事者の名簿 □ 2 □ 6 □

16 その他、就業制限等 □ 3 □ 7 □

17 □ 4 □ 8 □

*リスクアセスメントを実施し、危険有害作業がある場合はそ
の項目を記載。右欄に主な対策を記載。

保護具の状況、貸与確認

使用する資機材

作業手順が無い場合の指示方法

作業安全管理計画書の内容

作業場の実態に即した手順となってい
るか

点検場所

関係請負人が実施すべき事項
（安衛法30条、基発0801010号）

法令に基づく選任・届出がされているか確認。
（自主的配備含む）

特定元方事業者、又は指針の関係請負人に
該当する場合に確認。

□

日点検年月日 西暦 年

№

作業手順が無い場合の理由

№

№
安全管理体制の状況

（届出含む）
№

作業の実施に伴う各種対策確認項目

№ 確認事項（連絡調整方法含む）№

4

№ 手順書・ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ表の状況

点検区分

事前確認
現場指揮者 災害防止責任者 作成者

作業総括責任者 作業監理員 現場責任者

作成・受付 現場代理人承　認

作業監理責任者

審　査
現場監督者

日

作業件名

点検時従事者数

作業場所

年年 月 ～ 西暦

作業組織編成表

作業管理総点検表〔事前確認・中間点検〕

要求性能墜落制止用器具

作業期間 西暦

中間点検

安全管理者

最新版に更新されたものを備えている
か5

6

月

作業手順書が作成されているか

作業場に手順(書)を常設しているか

作業員に見え易く、取り出し易い状況
にあるか

確　認

日

化学物質のばく露測定またはばくろ評
価はしているか8

月

日本原燃株式会社




